
平成30年度小野町消防団春季検閲式
　小野町消防団春季検閲式が４月22日、小野運動公園多
目的グラウンドで行われました。
　統監である町長の検閲開始の号令の後、ラッパ隊、第
１～３中隊、車輌隊の順で通常点検を受け、参加団員と
全車両による分列行進が行われました。
　続いて、分団対抗の小隊訓練が行われ、優勝の緑川杯
には第５分団、準優勝の吉沢杯には第３分団が選ばれま
した。各分団とも、指揮者の号令に合わせ約20人の団員
による小隊が、きびきびした動きを披露しました。
　町長からの講評訓示では「日頃からの警戒活動や災害の
応急対応などの懸命な活動に対し感謝申し上げるととも

に、今後とも機材器具の点検整備を怠らず、技術の練磨に
精進されるよう期待します」と激励のことばがありました。
　また昨年度、和名田ポンプ置場と浮金地内防火水槽の
施設用地として、貴重な土地を町にご寄付いただいた吉
田海子さん（和名田）、石井一一さん（浮金）へ感謝状の贈
呈が行われました。併せて本年３月31日付けで退団され
た消防団幹部へ感謝状の贈呈も行われ、前副団長の郡司
一さんが代表で受領しました。
　検閲式には、こまち女性消防隊も参加し、通常点検や規
律訓練の終了後、正副隊長以外の隊員が町内２カ所の商業
施設敷地に移動し、火災予防の啓発活動が行われました。

平成30年度小野町消防団辞令交付式
　小野町消防団辞令交付式が４月１日、勤労青少年ホームで行われ、
渡邊団長から退団者13人、昇格者36人、入団者７人の各団員に辞令
書が交付されました。
　３月31日付けをもって退団された皆さんには、長年のご尽力に感
謝申し上げます。
　また昇格、入団された消防団員の皆さんには、今後とも町の安全安
心のためご活躍いただきますようご期待申し上げます。
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消防施設敷地ご寄附に対する感謝状贈呈者
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